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1 背景 ･目的

大規模災害時では避難所毎に物資が過不足するという

問題があるため,適切に物資を分配する必要がある.

本研究では大規模災害時における適切な物資分配方法

を導出することを目的としており , 従来の研究ではこの

事象のモデル化について検討した.本稿では物資の要求

量と配送量の決定方法､を提案する.

2 物資分配モデル

本モデルの構成と要求 ･配送の流れを図 五に示す.物

資集積所は十分な物資を保持しているものとし,要求ョ

れた量を配送する.避難所は物資の要求と配送を行う.

物資の要求と配送の経路は物資集積所を根とした木構造

に従う.物裏の配送には遅延があり,これを 1ターンと

する.避難所に物資を取りに来る人 (以下,避難者とす

る)1人が 1タ-ンに必要とする物資量を 1桓 iも】とす
る.1日は午前と午後の ･_7ターンからなり,1ターン毎

に避難者数は増減し,それに伴い避難所数も増減する.

避難所は 1ターンに以下の順で処理を行う,

要求 下位の避難所から順に物資を要求する.ただし,災

害時は情報が不正確であるため,避難者数の集計に

は誤差を含むものとする.

配送 物資を受取り,下位避難所へ物資を発送する.

消費 物資を消費し,余りは備蓄する.

3 要求量 ･配送量の決定方法

避難所 iが rLタJj目に必要な物資曇は避難者数pA
から備蓄量範を引いた量であるため,避難所iの下位
避難所の集合を Ciとすると要求量 R完は次式で決定さ
れる.これを要求方法 1とする.
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この方法では,配送遅延があるため,必要塵と異なる量
を受取ることになる.そのため,必要量を予測して要求

する必要がある･そこで,1ターン前に要求した量 Rと_1

が配送されるとして次のターンの予測備蓄量雷ニ+1を次
式で予測する.
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aは必要物資嚢を避難者数よu多めに見積るためのパラ

メ-タである.また,上位避難所が次のタ-ンに物資を

準備できるように,下位避難所は次のタ-ンの予測要求

量 菰 +1を次式で予測して伝える.
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あは aと同様に必要物賀意を避難者数より多めに見積る

ためのパラメ-タである･要求量 Rとは 否定 1と頁]n十1
を用いて次式で決定する.これを要求方法 E_)とする.
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下位避難所 3.への配送量はRjnとする.また,物資が足
りない場合は按分する.

4 シミュレーション ･結果

災害時の避難者数の推移は混合指数関数で近似できる

酢 これにゆちぎを与えたものを避難者数の推移とする.

また,各避難所の最大避難者数は区間 巨50,5003の-様
分布に従い,避難者数の集計誤差は最大 10%の一一様分

布に従う.パラメ-タ a日日こはそれぞれ 1.2,1.3を設

定する.以上の条件で,要求方法が 1と コの場合でシ

ミュレーションし,物資消費時の不足塾･備蓄量を比較

した結果を図2,図3に示す.要求方法 1に比べて要求

方法 2は避難者数の増減に影響なく物資が行き渡ってい

る.しかし,各避難所の備蓄量が大幅に増加している.

避難所のスペースは限りがあるため,少ない備蓄量で不

足量をなくす方法を検討する必要がある.

5 まとめ

大規模災害時における物資の要求量 ･配送量の決定方

法を提案した.また,この方法を評価し,問題があるこ

とが分かった.今後,より良い方法を検討する.
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図 1 構 成 と 要 求 ･ 配 送 の 流れ
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図 2 不足量の比較 図 3 備蓄量の比較
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